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西 夏 は 、 わ が 国 の 北 宋 の 時 代 ， タ ン グ ー ト 羌 を 主 体 と し ， 寧 夏 を 中 心 と し て

建 て ら れ た 王 朝 で あ り ， 国 名 を 、 大 夏 、 白 高 国 、 大 白 高 国 あ る い は 白 高 大 夏 国

と 称 し て い た 。 外 国 人 か ら は タ ン グ ー ト ( T a n g u t )と 呼 ば れ て い る 。 国 都 を 興 慶

府 （ 現 在 の 寧 夏 回 族 自 治 区 銀 川 市 ） に さ だ め ， 元 昊 ( )－ 諒 祚 ( )－ 秉 常げん こ う り ょ う そ

( ) － 乾 順 ( ) － 仁 孝 ( )－純 祐 ( ) － 安 全 ( )－ 遵 ○ (へ い じ ょ う け ん じ ゅ ん じ ん こ う じ ゅ ん ゆ う あ ん ぜ ん じ ゅ ん

ぎ ょ く と く お う け ん)－ 徳 旺 ( )－ ○ ( )と い う 1 0代 の 王 が 即 位 し 、 19 0年 の あ い だ (1 0 3 5 - 1 2 2

7 ) 続 い た 。 も し 『 宋 史 』 に 記 述 さ れ て い る 「 い ま だ 国 と 称 せ ざ る も 其 の 土 ( )ち

に 王 た り 」 と い う 記 載 に よ っ て 、 夏 州 政 権 か ら 数 え れ ば 、 34 7年 間 ( 8 8 1 - 1 2 2 7 )

に 及 び ， こ の 年 月 は 、 北 宋 ( 9 6 0 - 1 1 2 7 )と南 宋 (1 1 2 7 - 1 2 9 7 )と を 合 わ せ た 期 間 よ り 、

さ ら に 27年 長 い も の で あ る 。 西 夏 が 統 治 し た 地 区 は ， 現 在 の 寧 夏 の ほ か ， 陜 西 、

甘 粛 、 内 蒙 古 の 一 部 を 含 み ， 最 強 時 の 勢 力 は 、 現 在 の 青 海 省 西 寧 、 新 疆 ウ イ グ

ル 自 治 区 ハ ミ 一 帯 に ま で 拡 大 し て い た 。 西 夏 は 、 前 後 し て 、 宋 、 遼 、 金 と 鼎 立

し ， 一 方 の 雄 を 称 え て い た 。 ジ ン ギ ス 汗 が 破 竹 の 勢 い で ホ ラ ズ ム （ 現 在 の 中 央

ア ジ ア の イ ラ ン 、 ア フ ガ ニ ス タ ン 一 帯 ） を 攻 め ， コ ー カ サ ス 山 脈 を 越 え ， ド ン

河 流 域 に 進 み ， ボ ル ガ 河 を 占 拠 し ， そ の 勢 力 は ヨ ー ロ ッ パ ・ ア ジ ア を 震 撼 さ せ

た が ， ジ ン ギ ス 汗 の 西 夏 征 服 は 「 向 か う と こ ろ 敵 な く ， 戦 え ば 必 ず 勝 つ 」 と は

ゆ か ず に ， 前 後 あ わ せ て ５ 回 の 出 兵 で 、 よ う や く 西 夏 国 を 滅 ぼ し た の で あ っ た 。

蒙 古 兵 は 復 讐 に 燃 え ， 西 夏 の 文 化 に 容 赦 の な い 破 壊 を 行 っ た 。 王 陵 を 焼 き つ く

し ， 文 物 を 壊 し つ く し ， 西 夏 の 民 は 四 方 に 逃 げ の び て い っ た 。 元 代 に は 宋 、 遼 、

金 の 三 史 が 編 纂 さ れ た が ， た だ 西 夏 史 だ け は 編 纂 さ れ ず ， こ の た め 、 西 夏 は 、

わ が 国 の 「 シ ル ク ロ ー ド の 謎 の 王 国 」 と な っ た の で あ る 。

１ ． 西 夏 文 『 雑 字 』 の 来 歴 と 版 本

西 夏 人 が 創 り 出 し た 多 彩 な 西 夏 文 化 は 、 西 夏 の 滅 亡 と と も に 、 跡 形 も な く 消

え 去 っ た と い っ て よ い 。 「 元 昊 ， 自 ら 蕃 書 を 制 し ， 野 利 仁 栄 に 命 じ て 、 こ れ を

演 繹 せ し め ， 十 二 巻 と 成 す 。 字 は 、 形 体 ， 方 整 に し て 、 八 分 に 類 す れ ど ， 画 く

に 頗 る 重 複 あ り 」 ① 。 こ こ で い う 「 蕃 書 」 は 「 天 書 」 と な り ， 西 夏 人 が 甘 粛 省

武 威 に 建 造 し た 「 重 修 凉 州 擁 国 寺 感 應 塔 碑 」 も 封 印 さ れ ， 1 8 0 4年 に な っ て 、 は

じ め て 、 わ が 国 の 著 名 な 学 者 の 張 ○ が 封 を ひ ら い て 、 西 夏 碑 文 で あ る こ と を 発

見 し た の で あ っ た ② 。 し か し ， こ の 重 要 な 発 見 は 、 広 く 知 ら れ る こ と は な か っ



た 。 18 7 0年 に は 、 西 洋 人 の ワ イ リ ー が 、 最 初 に 、 居 庸 関 六 体 碑 文 を 紹 介 し た の

で は あ っ た が ， そ の な か の ひ と つ が 西 夏 文 で あ る こ と が わ か ら ず に 、 誤 っ て

「 女 真 小 字 」 で あ る と か ん が え て し ま っ た 。 ③ 18 9 8年 に は 、 ド ゥ ベ リ ア が 「 感

應 塔 碑 」 を 研 究 し た と き ， よ う や く 張 ○ と 同 じ 結 論 を 得 て ， ④ つ い に 「 天 書 」

の 謎 が あ っ さ り と 氷 解 し た の で あ る 。 し か し 、 西 夏 文 字 の 解 読 の 研 究 に は 、 考

古 学 の 発 掘 の 助 け を 借 り な け れ ば な ら な か っ た 。

19 0 8年 ３ 月 、 ロ シ ア の コ ズ ロ フ は 、 わ が 国 の カ ラ ホ ト 故 城 を 「 探 検 」 し に や

っ て き た 。 19 0 9年 ５ 月 、 チ ベ ッ ト か ら カ ラ ホ ト に 廻 り ， そ こ で ひ と つ の 古 い 墓

を 掘 っ た が ， そ の 墓 は 「 探 検 隊 に 大 量 の 宝 物 を も た ら し ， 各 種 の 書 籍 ， 巻 物 ，

写 本 を 所 蔵 す る 完 全 な 書 庫 で あ っ た 」 。 ⑤ 「 書 庫 」 に は 西 夏 文 字 や 漢 字 で 書 か

れ た 大 量 の 仏 典 の ほ か に ， 西 夏 人 が 自 ら 編 ん だ 辞 書 や 字 典 ， 例 え ば 『 文 海 』

『 同 音 』 『 番 漢 合 時 掌 中 珠 』 な ど が あ り ， 西 夏 文 刊 本 『 雑 字 』 も そ の ひ と つ で

あ っ た 。

ゴ ル バ チ ョ ワ と ク チ ャ ー ノ フ 共 編 の 『 西 夏 文 写 本 と 刊 本 』 ⑥ で は つ ぎ の よ う

に 紹 介 し て あ る 。 カ ラ ホ ト 出 土 の 西 夏 文 『 雑 字 』 に は ２ 種 類 あ る 。 ひ と つ は 刊

本 で あ り 、 ４ 種 の 版 本 が あ る 。 ク チ ャ ー ノ フ 寄 贈 の 西 夏 文 『 雑 字 』 （ 整 理 番 号

21 0） が ほ ぼ 完 全 に と と の っ て 残 り 、 「 保 存 良 好 」 で あ る ほ か ， そ の 他 は １ 頁 、

２ 頁 の 残 片 に 過 ぎ ず ， 最 も 多 い も の で も 「 1 4面 の 残 頁 」 で 「 保 存 最 悪 」 で あ る 。

い ま ひ と つ は 写 本 で あ っ て 、 ２ 種 類 あ る 。 ひ と つ は 、 書 名 は な い が 、 内 容 か ら

判 断 し 「 雑 字 」 と す る が ， そ の 本 の 最 初 の １ 頁 と 最 後 の １ 頁 だ け は 印 刷 で ， 合

計 20面 よ り な る 。 も う ひ と つ の 写 本 は 、 『 三 才 雑 字 』 と あ り ， 全 書 6 2面 の う ち

2 6面 が 残 っ て い る 。 以 上 の 紹 介 か ら ， ク チ ャ ー ノ フ 氏 寄 贈 の 『 雑 字 』 が ， カ ラ

ホ ト で 出 土 し た 『 雑 字 』 の な か で 、 最 も 完 全 で 、 保 存 も 最 良 で あ る こ と が わ か

る 。

こ の 整 理 番 号 21 0の 『 雑 字 』 は ， １ － ３ 頁 、 ４ 頁 の 第 １ 面 、 19頁 の 第 ２ 面 を

欠 く だ け で あ る 。 ソ 連 の 学 者 の 整 理 で は 、 ４ 頁 の 第 ２ 面 を １ 頁 と し ， 1 9頁 の 第

１ 面 ま で 合 計 30頁 と し て い る 。 筆 者 は 本 書 を 研 究 す る な か で ， １ 頁 の 下 半 分 は 、

3 0頁 の 下 半 分 に 他 な ら な い こ と ， そ し て 、 そ の 版 心 に は 「 九 」 の 字 の 右 半 分 が

あ り ， さ ら に ９ 頁 を 調 べ る と 「 九 」 の 字 は 完 全 に 残 っ て い る の で ， 右 半 分 の

「 九 」 の 上 に は 「 十 」 の 字 が 削 ら れ ， 本 当 は 「 十 九 」 頁 と す べ き で あ る こ と を

発 見 し た 。 こ の 発 見 は 、 1 7頁 と 18頁 の 版 心 に 頁 の 数 字 が 欠 け て い る の で あ っ て 、

文 字 が 欠 け て い る の で は な い こ と の 証 明 と な る 。 こ れ で ４ 頁 の 第 ２ 面 か ら 19頁

の 第 １ 面 ま で 欠 落 が な い こ と に な る 。 現 存 す る 『 雑 字 』 の 内 容 は 26部 で ， そ の

配 列 は 以 下 の と お り で あ る 。

１ 天 河 部 ,



２ 地 部 ,

３ 山 部 ,

４ 河 海 部 ,

５ 宝 部 ,

６ 絲 部 ,

７ 男 服 部 ,

８ 女 服 部 ,

９ 木 部 ,

1 0 菜 部 ,

1 1 草 部 ,

1 2 穀 部 ,

1 3 馬 部 ，

14 駱 駝 部 ，

15 牛 部 ,

1 6 羊 部 ,

1 7 飛 禽 部 ，

18 野 獣 部 ,

1 9 昆 虫 爬 虫 部 ,

2 0 番 族 部 ,

2 1 人 名 部 ,

2 2 漢 族 姓 部 ,

2 3 親 族 称 謂 関 係 ⑦ ,

2 4 身 体 部 ,

2 5 屋 舎 部 ,

2 6 飲 食 器 具 部 。

こ の 『 雑 字 』 と 同 時 に 出 土 し た も の に ， 西 夏 漢 文 写 本 『 雑 字 』 が あ る 。 整 理

番 号 Д Х － 28 2 5， 胡 蝶 装 丁 ， 現 存 す る の は 3 6面 。 2 0部 に 分 類 さ れ ， そ の 配 列 は

以 下 の と お り で あ る 。

漢 姓 第 二 （ 残 頁 ） ，

番 姓 名 第 二 ，

衣 物 部 第 三 ，

斛 ○ 部 第 四 ，

果 子 部 第 五 ，

農 田 部 第 六 ，

諸 匠 部 第 七 ，



身 体 部 第 八 ，

音 楽 部 第 九 ，

薬 物 部 第 十 ，

器 用 物 部 第 十 一 ，

居 舎 部 第 十 二 ，

論 語 部 第 十 三 ，

禽 獣 部 第 第 十 四 ，

礼 楽 部 第 十 五 ，

顔 色 部 第 十 六 ，

官 位 部 第 十 七 ，

司 分 部 第 十 八 ，

地 分 部 第 十 九 ，

親 戚 長 幼 第 二 十 。 ⑧

〔 原 注 〕

① 『 宋 史 』 巻 4 8 5， 中 華 書 局 版 ， 1 3 9 9 5 頁 。

② 張 ○ 「 書 西 夏 天 祐 民 安 碑 後 」 ， 『 養 素 堂 文 集 』 巻 1 9 , 1 8 3 7年 。

③ A . W y l i a , O n a n A n c i e n t B u d d h i s t I n s c r i p t i o n a t K e u - Y u n g - K w a n , J o u r n a

l o f t h e R o y a l A s i a t i c S o c i e t y , 1 8 7 0。

④ 省 略

⑤ 省 略

⑥ 省 略

⑦ 原 文 は 直 訳 す る と 「 節 親 異 雑 義 合 和 」 と な る 。 こ こ で は 意 訳 し て 「 親 属 称 謂

関 係 」 と な る 。 注 目 す べ き こ と は ， そ れ が そ の 他 の 各 部 と 異 な り ， 漢 族 姓 と 身

体 部 の 間 に 置 か れ て い る こ と で あ る 。 「 節 親 」 は 「 輩 ○ 」 と も 訳 せ る 。

⑧ 史 金 波 「 西 夏 漢 文 本 『 雑 字 』 初 探 」 ， 『 中 国 民 族 史 研 究 』 第 ２ 輯 所 収 , 1 9 8 9

年 , 1 6 8頁 。

２ ． 西 夏 文 『 雑 字 』 と 漢 文 本 『 雑 字 』 と の 比 較

西 夏 文 『 雑 字 』 と 漢 文 写 本 『 雑 字 』 と は 、 同 時 に ， 同 じ 場 所 で 出 土 し ， 名 称

も 同 じ ， 形 式 も 同 じ で あ る の だ が ， そ の 編 集 体 裁 や 内 容 配 列 は か な り 異 な り ，

そ の 相 違 は 以 下 の 点 で あ る 。

（ １ ） 編 集 体 裁 の 相 違



西 夏 文 『 雑 字 』 は 三 才 を 綱 領 と し て い る 。 一 品 天 才 に は ， わ ず か 天 河 部 し か

残 っ て い な い が ， 別 の 種 類 の 『 雑 字 』 の 一 品 天 才 に は 「 閃 」 「 霹 」 「 雲 」

「 雪 」 「 雹 」 「 霜 」 「 露 」 「 風 」 「 天 河 」 の 各 部 が あ る 。 二 品 地 才 に は 「 地 」

「 山 」 「 河 」 「 海 」 「 宝 」 「 絲 」 「 男 服 」 「 女 服 」 「 木 」 「 菜 」 「 草 」 「 穀

（ 糧 ） 」 「 馬 」 「 駱 駝 」 「 牛 」 「 羊 」 「 飛 禽 」 「 野 獣 」 「 昆 虫 爬 虫 」 の 各 部 が

あ る 。 三 品 人 才 に は 「 番 族 姓 」 「 人 名 」 「 漢 族 姓 」 「 親 族 称 謂 関 係 」 「 身 体 」

「 屋 舎 」 「 飲 食 器 具 」 の 各 部 が あ る 。 編 集 は よ く 考 え ら れ ， 順 序 は 整 然 と し て

い る 。 一 方 ， 漢 文 本 『 雑 字 』 で は 、 １ － ２ 部 は 「 族 姓 」 ， ３ － ５ 部 は 「 衣 物 ，

斛 ○ ， 果 子 」 ， ６ － ９ 部 は 「 農 田 ， 諸 匠 ， 身 体 ， 音 楽 」 ， 1 0－ 1 2部 は 「 薬 物 ，

器 物 ， 居 舎 」 ， 13－ 1 6部 は 「 論 語 ， 禽 獣 ， 礼 楽 ， 顔 色 」 ， 1 7－ 2 0部 は 「 官 位 ，

司 分 ， 地 分 ， 親 戚 長 幼 」 と な っ て い る 。 「 禽 獣 」 を 「 論 語 」 と 「 礼 楽 」 の 間 に

お き ， 「 官 位 」 や 「 司 分 」 の 上 位 に お い て い る 。 ま た 「 官 位 」 の な か に “ 皇 帝 、

皇 后 、 皇 子 、 皇 母 、 太 后 ， 后 妃 ・ ・ ・ ” な ど が あ る 。 「 司 分 」 の な か に は “ 朝

廷 、 中 書 、 密 院 、 経 略 、 中 興 、 御 史 ” な ど の 中 央 や 地 方 の 政 権 機 構 が あ る 。 前

言 も 跋 文 も な い の で 編 者 の 意 図 は 分 か ら な い が ， ま と ま り が な く 雑 然 と し た 感

じ を 受 け る 。 分 類 が 難 し く 、 「 お お よ そ 帰 納 す る と 、 民 族 姓 氏 、 生 活 用 品 、 身

体 衛 生 、 生 産 活 動 、 文 化 生 活 、 政 治 生 活 な ど い く つ か の 方 面 に な る 」 ① と す る

し か な い 。

（ ２ ） 編 集 内 容 の 相 違

西 夏 文 『 雑 字 』 と 漢 文 本 『 雑 字 』 と は 、 本 来 な ら 、 大 き な 相 違 が あ っ て は な

ら な い こ と に な る 。 と こ ろ が 、 両 者 の 相 違 は 甚 だ し く ， 編 集 体 裁 が 全 く 異 な る

こ と の ほ か に ， 内 容 の 配 列 で も 異 な り ， そ れ ぞ れ 比 較 す る と 以 下 の よ う に な る 。

1)２ 種 類 の 『 雑 字 』 は 、 ど ち ら も 「 番 姓 」 を 収 め る が ， 漢 文 本 『 雑 字 』 は わ

ず か 60姓 を 収 め る だ け だ が ， 西 夏 文 『 雑 字 』 は 25 0姓 を 収 め , 漢 文 本 『 雑 字 』

よ り 1 9 0姓 多 く ， 7 0の 番 人 名 が あ り , こ れ は 漢 文 本 『 雑 字 』 の ４ 倍 以 上 の 多 さ

で あ る 。 ま た 、 漢 文 本 『 雑 字 』 の な か に は 、 “ 回 ○ ” “ 庄 浪 ” の 姓 が あ る が ，

前 者 は 回 鶻 （ ウ イ グ ル ） の 別 称 で ， 後 者 は 吐 蕃 （ チ ベ ッ ト ） の 一 派 で あ っ て 、

居 住 地 か ら 命 名 さ れ ， か れ ら は タ ン グ ー ト 人 で は な く ， 番 姓 名 に 入 る べ き で は

な い 。

2)親 族 称 謂 関 係 は 、 民 族 の 社 会 的 性 質 や 風 俗 習 慣 を 研 究 す る の に 重 要 な 価 値

が あ る 。 ２ 種 類 の 『 雑 字 』 は そ の よ う な 内 容 で あ る が ， 漢 文 本 『 雑 字 』 は わ ず

か 19字 し か な い の に 比 べ , 西 夏 文 『 雑 字 』 に は 34 0字 あ る 。 内 容 は か な り 豊 富

で 多 く の 問 題 を 反 映 し て い る 。 漢 文 本 『 雑 字 』 の は じ め が “ 口 口 、 娘 娘 、 父 母 、

兄 弟 ・ ・ ・ ” で あ る の に 対 し ， 西 夏 文 『 雑 字 』 は “ 祖 父 、 祖 舅 、 伯 父 、 伯 母 、

父 親 、 母 親 ・ ・ ・ ” と あ り ， 両 者 の 差 異 は あ き ら か で あ る 。



3 )「 身 体 」 部 は 、 ２ 種 類 の 『 雑 字 』 と も 単 独 で 一 部 を な し て い る が ， 漢 文 本

『 雑 字 』 は わ ず か 5 6字 で あ る の に 対 し , 西 夏 文 『 雑 字 』 は 15 4字 を 収 め , 身 体

各 部 位 の 名 称 に 対 し て は 基 本 的 に す べ て を 収 め ら れ て い る 。 な か に は 、 用 法 が

巧 妙 で 、 判 読 し が た い 言 葉 も あ る 。 た と え ば “ 木 梳 ” と い う 語 は ， 本 来 、 婦 人

が 髪 を 梳 か す と き に 使 う も の な の に 「 身 体 」 部 に 置 か れ ， し か も ２ 番 目 の 位 置

に き て い る 。 こ れ は 、 作 者 が お き 違 え た の で は な く ， “ 木 梳 ” と い う 語 が 身 体

の 重 要 な 名 称 で あ り ， も し も 、 こ の 語 を 考 証 す る こ と が で き れ ば 、 西 夏 の 言 語

と 文 字 の 研 究 に 貢 献 で き る こ と は ま ち が い な い 。 ま た ， “ 下 巴 ” “ 肩 膀 ” “ 頭

骨 ” “ 骨 髄 ” “ 膏 脂 ” “ 脂 肪 ” “ 精 液 ” な ど ， ど れ も 参 照 す べ き 資 料 が な く ，

筆 者 が 前 後 の 文 脈 の 関 係 と そ の 字 の 構 成 要 素 か ら 訳 出 し て い て 、 ひ ょ っ と し て

誤 り と な っ て い る か も し れ な い 。 し か し 、 こ の 部 分 は 、 た し か に 、 新 語 が 少 な

か ら ず あ り ， な お 研 究 す る 価 値 が あ る 。

4)「 屋 舎 」 部 も ２ 種 類 の 『 雑 字 』 で と も に 単 独 で 一 部 を な し て い る 。 漢 文 本

『 雑 字 』 が 1 1 4字 収 め て い る が , も し “ 一 片 、 一 課 、 一 粒 、 一 ○ 、 一 把 、 一 个 、

一 束 、 一 軸 、 一 副 、 一 隊 、 一 群 、 一 盞 、 一 瓶 、 一 盤 ” な ど 1 4の “ 一 ” の 字 と “

房 子 ” の 重 複 を 削 る と 実 際 は 98字 に 過 ぎ な い 。 漢 文 本 『 雑 字 』 の 字 数 が 比 較 的

少 数 で あ ろ う と も ， ２ 種 類 の 『 雑 字 』 の 最 初 ３ 行 に は 相 似 点 が あ る 。 比 較 す る

と 以 下 の よ う に な る 。

漢 文 本 『 雑 字 』 正 堂 ○ ○ 挟 舎 散 舎 房 子

房 子 厨 舎 横 廊 基 階 門 楼

亭 子 攝 集 草 舎 客 庁 草 庵

西 夏 文 『 雑 字 』 房 屋 牆 壁 宮 室 書 屋 内 城 宮 殿

○ ○ 堂 宮 廷 神 堂 界 殿 回 廊 毛 棚

門 閾 楼 閣 結 構 重 杖 檐 杖 壇

漢 文 本 『 雑 字 』 は １ 行 1 0字 , 西 夏 文 『 雑 字 』 は １ 行 12字 ， 詳 細 に 両 者 を 検 討

し て み れ ば 、 差 異 は た し か に あ る が 、 あ ま り 明 瞭 で は な い 。 字 面 か ら で は 、 同

じ 語 を 見 つ け に く い が ， 実 際 は 同 じ で あ る 語 が あ る 。 例 え ば “ ○ ○ ” で あ る 。

西 夏 文 『 雑 字 』 で は “ ○ 堂 ” と あ る が 、 実 際 は “ 灰 棚 ” で あ る 。 漢 文 本 『 雑

字 』 に は 検 討 す べ き 語 が ２ つ あ る 。 ひ と つ は “ ○ ○ ” で ， も う ひ と つ は “ 摂 集

” で あ る 。 “ 口 棚 ” の ２ 字 は 、 早 く も 『 番 漢 合 時 掌 中 珠 』 に 現 れ て い る が ， 書

き か た が 珍 し い た め 、 今 で も “ 棚 ” の 字 を 誤 っ て “ 柵 ” と し て い る 。 ② “ ○ ”

は 本 来 “ 灰 ” で あ り ， 『 掌 中 珠 』 の 作 者 は 、 “ 灰 ” の 左 に 木 偏 を 加 え て “ ○ ”

と し て い る 。 こ の 字 は 字 典 に 見 え な い 。 興 味 深 い の は 、 漢 文 本 『 雑 字 』 が 『 掌

中 珠 』 の 書 き か た を 完 全 に 踏 襲 し て い る こ と で あ る 。 た だ “ 堂 ” の １ 字 が 少 な

い が ， 実 際 は 、 西 夏 文 も ２ 字 だ け で 、 “ 堂 ” に あ た る 字 は な く ， 漢 文 本 『 雑



字 』 が “ 堂 ” の 字 を 削 っ て い る の は 正 し い の で あ る 。 で は “ 灰 棚 ” と は ど の よ

う な 意 味 で あ ろ う か 。 ひ と つ の 答 え と し て ， 肥 料 用 の 燃 や し た 灰 を 積 ん で お く

た め の 部 屋 と 解 せ る 。 し か し そ れ が 漢 文 本 『 雑 字 』 の “ 正 堂 ” の 下 ， “ 挟 舎 ”

の 上 に あ り ， 西 夏 文 『 雑 字 』 で は “ 宮 殿 ” の 下 ， “ 宮 廷 、 神 堂 ” の 上 に あ り

『 掌 中 珠 』 で は “ 厨 庖 ” の 上 に あ る こ と を 考 え れ ば ， 肥 料 用 の 燃 や し た 灰 を 積

ん で お く た め の 部 屋 で は な く ， 気 候 を 占 う の に 使 う 灰 の 部 屋 で あ る こ と は あ き

ら か で あ る 。 “ 灰 ” は 、 一 般 の 草 木 の 灰 で は な く 、 葭 灰 ( ) で あ る 。 古 代 でかか い

は 、 気 象 学 が ま だ 発 達 し て お ら ず ， 古 代 人 は 葦 の 膜 を 焼 い て 灰 と し て 、 十 二 律

管 の な か に お き ， 密 室 の 状 態 に し て 、 気 候 を 占 っ て い た の で あ る 。 あ る 季 節 に

な る と ， あ る 律 管 の な か の 葭 灰 が う ご き 舞 い 上 が っ て ， そ の 気 候 に な っ た こ と

を 示 す の で あ る 。 た と え ば 、 冬 至 の 季 節 に な る と 、 そ れ に あ た る 黄 鐘 律 管 の な

か の 葭 灰 が 舞 い 上 が る の で あ る 。 『 後 漢 書 ・ 律 暦 志 』 に 「 候 気 の 法 ， 室 を 三 重

と し ， 戸 を 閉 じ ， ？ ？ 幕 を 引 く 。 室 内 は 木 を 案 と し ， 毎 律 各 一 、 内 低 く 外 高

く ， そ の 方 位 に 従 い 、 律 を そ の 上 に 加 え ， 葭 灰 を そ の 内 端 に 、 案 暦 而 候 之 、 気

至 れ ば 灰 動 く 」 と あ る 。 漢 文 本 と 西 夏 文 の 『 雑 字 』 と 『 掌 中 珠 』 に あ る “ ○ 棚

” と は 、 す な わ ち 、 こ の こ と で あ る 。 こ の ２ 文 字 の 西 夏 語 は ○ ○ で ， 〔 栗 郭 〕

l i g u o と い う 音 で あ る 。 ③

い ま ひ と つ の 語 は “ 攝 集 ” で あ る 。 “ 集 ” は “ 斉 ” の 訛 で は な い か と 思 う 。

“ 斉 、 集 ” の 中 古 音 は 似 て い る の で あ る 。

斉 ： 斉 に 従 い ， 開 口 ， 四 等 ， 平 声 ， 蟹 攝 ， 音 dz i e i④

集 ： 緝 に 従 い ， 開 口 ， 三 等 ， 入 声 ， 深 攝 ， 音 dz i e p

入 声 韻 尾 は 、 宋 代 の 漢 語 の 西 北 方 音 で は 基 本 的 に は 消 失 し ， 斉 と 集 の ２ 字 は

区 別 が 僅 か で あ っ た 。 漢 文 本 『 雑 字 』 の 作 者 は “ 斉 ” を “ 集 ” に 誤 っ た の で あ

ろ う 。 “ 攝 集 ” は 家 屋 の 名 称 で も な く ， 家 屋 の 一 部 で も な い 。 “ 斉 ” は 、 衣 服

の 下 部 の 裾 で あ る 。 古 代 は 長 袍 を 着 て 堂 に の ぼ る と き ， こ ろ ば ぬ よ う に 裾 を あ

げ て ， 恭 し い 礼 を 表 し た 。 『 論 語 ・ 郷 党 』 に 「 斉 （ )を 攝 ( )げ て 堂 に 升 ( )し か か の ぼ

る に ， 鞠 躬 如 ( ) た り 」 〔 裾 を 持 ち 上 げ て 堂 に 上 が ら れ る と き は ， お そき つ き ゅ う じ ょ

れ 慎 ん だ よ う す で あ る 〕 と あ る 。 漢 文 本 『 雑 字 』 の 作 者 は “ 攝 斉 ” を “ 攝 集 ”

に 誤 っ た の で あ ろ う 。 そ れ は 「 庭 堂 」 の 意 味 で あ る 。 “ 攝 集 ” は 漢 文 本 『 雑

字 』 で は “ 亭 子 ” の 下 ， “ 草 舎 、 客 庁 ” の 上 に あ る の で “ 房 舎 ” と か “ 庁 堂 ”

の 類 以 外 に ど の よ う な 解 釈 が で き る だ ろ う か 。 こ れ は 、 お そ ら く 、 『 掌 中 珠 』

の “ ○ ○ ” の ２ 字 を そ の ま ま 引 き 写 し た よ う に ， 作 者 自 身 も わ か っ て い な か っ

た の で あ ろ う 。 昔 も 今 も 同 様 に 誤 り が 、 そ の ま ま 、 つ ぎ つ ぎ と ひ ろ ま る こ と は

よ く あ る こ と な の で あ る 。

5)西 夏 文 『 雑 字 』 で は 、 「 馬 、 駱 駝 、 牛 、 羊 、 飛 禽 、 野 獣 、 昆 虫 爬 虫 」 を ７



部 と し ， 合 わ せ て 17 5字 。 一 方 、 漢 文 本 『 雑 字 』 は ７ 部 を 「 禽 獣 」 １ 部 と し ，

合 計 1 1 3字 。 こ の た め 、 西 夏 文 『 雑 字 』 の 多 く の 語 が 漢 文 本 『 雑 字 』 に は な い 。

た と え ば 、 「 牛 、 羊 、 馬 」 部 に 、 西 夏 文 『 雑 字 』 に は “ 老 牛 、 壮 牛 、 勁 牛 、 象

牛 、 犂 牛 、 牛 犢 ” な ど 14種 が あ り ， 「 羊 」 に は “ 黒 羊 、 ○ ○ 羊 、 大 ○ ○ 、 小 ○

○ 、 １ 歳 か ら ６ 歳 ま で の 羊 ” な ど 1 2種 が あ る の に 、 漢 文 本 『 雑 字 』 に は わ ず か

“ 牛 羊 ” の ２ 字 し か な い 。 「 馬 」 部 に は 、 西 夏 文 『 雑 字 』 に 、 “ 駿 驥 、 ○ 駿 、

良 驥 、 駿 馬 、 午 馬 、 種 馬 、 死 馬 、 烏 斑 馬 、 駁 紅 馬 、 灰 白 馬 、 白 蹄 馬 、 馬 駒 、 馬

鞍 ” な ど 2 7種 , 5 4字 あ る の に 対 し ， 漢 文 本 『 雑 字 』 に は 、 わ ず か 、 “ ○ 驥 、 ○

○ 、 驢 馬 ” の ３ 種 、 ６ 字 し か な い 。 ま た 、 た と え ば 、 “ 鯨 鯢 、 ○ ○ 、 蚊 蚋 、 蜻

○ 、 蠅 蚋 、 ○ 虱 ” の よ う な 、 禽 獣 類 に 属 さ な い の に ， 漢 文 本 『 雑 字 』 に 入 っ て

い る も の も あ る 。

6)穀 物 （ 斛 ○ ） 部 は 、 西 夏 文 『 雑 字 』 に は 、 わ ず か に “ 大 麦 、 小 麦 、 糜 粟 、

蕎 麦 、 粳 米 、 ○ 米 、 炒 米 、 蒸 米 、 青 ○ 、 麻 豆 、 豌 豆 、 ○ 豆 ” な ど 14種 、 28字 し

か な い が , 漢 文 本 『 雑 字 』 に は 、 “ ○ 米 、 白 米 、 糧 米 、 折 米 、 ○ 米 、 粗 米 、 黍

米 、 小 米 、 赤 谷 、 赤 豆 、 緑 豆 、 大 豆 、 ○ 豆 、 紅 豆 、 麦 ○ 、 ⑤ 麦 ○ 、 ⑥ 麦 ○ 、 ⑦

麦 ○ 、 麦 面 、 ○ 子 、 ⑧ 清 水 ○ 、 百 花 ○ ” な ど 39種 、 8 0字 が あ る 。 漢 文 本 『 雑

字 』 は 、 西 夏 文 『 雑 字 』 よ り 豊 富 で あ る 。

7)西 夏 文 『 雑 字 』 の 「 木 、 草 、 菜 」 部 に は 、 合 計 2 6 3字 あ り , 内 容 豊 富 で あ る 。

だ が , 漢 文 本 『 雑 字 』 に は 、 わ ず か 「 果 子 」 部 の 7 8字 が あ る だ け で あ る 。

「 果 」 部 に は “ ○ 果 、 石 榴 、 林 檎 、 橘 子 、 李 子 、 榛 子 ” が あ り ， 「 瓜 」 部 に も

“ 越 瓜 、 ⑨ 春 瓜 、 冬 瓜 、 南 瓜 、 回 ○ 瓜 、 ⑩ 大 石 瓜 ⑪ ” が あ る 。 さ ら に 野 菜 に は

“ 茄 、 笋 蕨 、 ○ ○ 、 蘿 卜 、 苦 ○ 、 葱 蒜 ” な ど が あ り ， 漢 方 薬 も 「 果 子 」 部 に 入

れ ら れ て い る 。 た と え ば “ ○ 芥 、 ○ ○ 、 薄 荷 、 蘭 香 、 ○ 子 ” な ど で あ る 。

8)西 夏 文 『 雑 字 』 の 「 宝 、 絲 、 男 服 、 女 服 」 の ４ 部 に は 、 合 計 17 8字 あ り ,

一 方 、 漢 文 本 『 雑 字 』 は 、 ４ 部 を 「 衣 物 」 部 に ま と め ， 字 数 は 合 計 21 4字 。 内

容 豊 富 で ， た と え ば 「 絲 」 部 で 、 西 夏 文 『 雑 字 』 に は 、 本 来 、 13種 、 2 6字 あ っ

た も の が ， 現 在 で は “ 細 緯 、 薄 絹 、 綾 羅 、 繍 錦 、 透 貝 、 緊 絲 、 布 帛 、 ○ 紗 、 絹 、

綢 、 彩 帛 、 絲 条 ” な ど 12種 、 24字 が 残 っ て い る 。 漢 文 本 『 雑 字 』 に は “ 綾 羅 、

紗 線 、 匹 段 、 金 線 、 緊 絲 、 透 貝 、 透 貝 、 川 紗 、 ○ 子 、 線 ○ 、 綿 貝 、 剋 絲 、 絹 帛 、

○ 線 、 ○ 金 、 ○ 線 、 京 紗 、 圏 紗 、 隔 織 、 ○ 羅 、 川 錦 ” な ど 2 1種 、 42字 が あ る 。

こ こ で 注 目 す べ き こ と は 、 “ 川 紗 、 錦 羅 、 川 錦 ” が 、 早 く も 宋 代 に 西 夏 に 伝 わ

っ て い る こ と で あ る 。 漢 文 本 『 雑 字 』 の 「 衣 物 」 部 に は 、 装 飾 品 、 化 粧 品 、 家

具 雑 貨 類 を 収 め ， “ 釵 子 ( )、 ○ 子 、 釧 子 、 ○ 子 、 鏡 子 ( ) 、 合 子 ( )、か ん ざ し か が み は こ

束 子 、 箱 子 、 籠 子 ( )、 篋 子 、 櫃 子 、 匣 子 ” な ど で あ る 。 こ う し た 名 称 の う ち ，かご

た と え ば “ 木 匣 ” な ど ， あ る も の は 、 す で に 西 夏 文 『 雑 字 』 の 「 飲 食 器 具 」 部



に 収 め ら れ て い る 。

9)２ 種 類 の 『 雑 字 』 を く ら べ た 結 果 ， 漢 文 本 『 雑 字 』 の 「 薬 物 、 農 田 、 諸 匠 、

音 楽 、 礼 楽 、 顔 色 、 論 語 、 官 位 、 司 分 、 地 分 」 な ど の 部 に は 豊 富 な 資 料 あ る 。

た と え ば 「 薬 物 」 部 に は 合 計 1 4 4種 類 挙 げ ら れ て い る が ， な か に は 西 夏 本 土 の

産 物 で は な い 薬 物 ， た と え ば “ 龍 眼 、 茘 肢 、 豆 蒄 、 天 麻 、 桂 心 、 烏 頭 、 郁 金 、

桂 皮 、 皮 ○ 、 犀 角 、 知 母 、 梧 桐 、 檳 榔 、 丁 香 、 枳 ○ 、 乳 香 、 胡 椒 、 厚 朴 、 宮 桂 、

肉 桂 、 杜 仲 、 貝 母 、 ○ 豆 、 沈 香 、 陳 桂 皮 、 五 味 子 、 安 息 香 ” な ど は 、 わ が 国 の

南 方 、 西 南 の 各 省 に 産 す る が ， な か に は イ ラ ン 、 タ イ な ど に 産 す る も の も あ る 。

ま た “ 安 息 香 ” (S t y r a x b e n z o i n )の よ う に 、 ペ ル シ ャ 原 産 で 、 漢 代 に 中 国 に 伝

来 し た も の も あ る 。

「 農 田 」 部 に は 合 計 10 4字 が 収 め ら れ ， ご く 普 通 の “ 犂 ○ 、 罷 磨 、 鉄 ○ 、 ○

碌 、 ○ ○ 、 ○ 刀 、 大 斧 ” の ほ か に ， “ 耕 種 、 ○ 煉 、 耕 耨 、 壌 地 、 鋤 田 、 官 渠 、

漢 堰 、 渠 河 、 溝 洫 、 澆 灌 、 壟 培 、 堤 塹 、 収 刈 、 揚 ○ 、 持 碾 、 ○ ○ 、 踏 ○ 、 抜 ○

” な ど 耕 作 地 灌 漑 、 収 穫 、 脱 穀 、 製 粉 な ど の 語 句 も あ る 。 ま た “ ○ 室 、 ○ ○ 、

夫 草 、 子 税 、 梯 ○ 、 夾 耳 ” な ど の よ う に 、 よ く わ か ら ぬ ， お そ ら く 、 当 時 の 土

語 あ る い は 誤 字 ・ あ て 字 で あ ろ う と お も わ れ る も の も あ る 。 ま た 宋 代 の 官 名 ，

た と え ば ， も っ ぱ ら 軍 隊 を 統 括 し 、 教 団 を 訓 練 し 、 盗 賊 を 捕 ら え る “ 提 轄 ” ，

そ の 頭 目 で あ る “ 団 頭 ” が な ぜ 「 農 田 」 部 に 入 っ て い る の か 。 漢 文 本 『 雑 字 』

の 作 者 の 誤 解 か ， 別 の 意 図 が あ っ た の か ， さ ら に 研 究 す る 価 値 が あ る 。

「 諸 匠 」 部 に は “ 銀 匠 、 鞍 匠 、 花 匠 、 甲 匠 、 桶 匠 、 泥 匠 、 索 匠 、 金 匠 、 鉄 匠 、

針 匠 、 鏃 匠 、 筆 匠 、 結 絲 匠 ” 及 び “ 鞘 ○ 、 ○ 轡 、 傘 蓋 、 弓 箭 、 ○ 金 、 ○ 塑 、 ○

壘 、 扎 抓 、 鋳 ○ 、 結 瓦 、 生 鉄 、 針 工 、 彩 画 、 彫 剋 、 ○ 刀 、 鏃 剪 、 結 ○ ” な ど が

あ る が ， こ う し た 職 名 は 『 天 盛 改 旧 定 新 律 令 』 の な か の 諸 匠 と 比 較 す る と ， 相

違 点 が わ か り ， 西 夏 の 手 工 業 を 研 究 す る の に 大 い に 参 考 に な る 。

「 音 楽 」 部 に は 合 計 74字 収 め ら れ ， 『 掌 中 珠 』 に あ る “ 琵 琶 、 琴 、 筝 、 箜 篌 、

管 、 笛 、 簫 、 笙 、 篳 篥 、 七 星 、 丈 鼓 、 拍 板 ” の ほ か に “ 声 律 、 双 韻 、 影 戯 、 傀

儡 、 舞 ○ 、 散 唱 、 相 撲 、 欣 悦 、 和 衆 、 雅 奏 、 合 格 ” な ど の 内 容 が あ り ， こ こ か

ら 西 夏 で は 皮 影 、 人 形 芝 居 、 散 唱 な ど の 演 劇 や 雑 技 相 撲 の 類 が 流 行 し て い た こ

と が わ か る 。

「 礼 楽 」 部 に は “ 威 儀 、 進 退 、 礼 楽 、 辞 ○ 、 謙 大 、 差 ○ 、 約 束 、 貢 献 、 酬 ○ 、

防 備 、 安 危 、 邦 国 、 治 乱 、 辺 塞 、 郷 党 、 城 塞 、 論 説 、 講 義 、 感 謝 、 賞 賜 、 聚 会 、

遊 玩 、 唱 ○ ” な ど の 語 が あ る が 、 内 容 と あ ま り 一 致 し な い 。 “ 安 危 、 邦 国 、 治

乱 、 辺 塞 、 郷 党 、 城 塞 ” は 「 論 語 」 部 の “ 東 夷 、 南 蛮 、 西 戎 、 北 狄 、 堅 固 、 協

合 ” と た い し た 違 い が な い 。

「 顔 色 」 部 に は “ 紫 皀 、 蘇 木 、 槐 子 、 橡 子 、 皀 礬 、 ○ 花 、 青 澱 、 緋 紅 、 碧 緑 、



淡 黄 、 鵞 黄 、 雄 黄 、 雌 黄 、 烟 脂 、 黒 緑 、 銅 緑 、 縷 金 、 貼 金 、 新 様 ” な ど 37種 の

色 が あ る が ， 必 ず し も 色 名 で は な く ， 作 者 が 随 意 に 思 い つ い た も の も あ る よ う

で あ る 。 た と え ば 、 “ 新 様 ” は 「 新 し い 模 様 」 で あ る 。 『 唐 詩 紀 事 』 巻 44王 建

「 宮 詞 」 に 「 遥 索 剣 南 新 様 錦 、 東 宮 先 釣 得 魚 多 」 と あ り ， 『 全 唐 詩 』 巻 5 1 1張

口 「 走 馬 の 使 を 送 る 」 に 「 新 様 花 文 配 蜀 羅 。 同 心 双 帯 蹙 金 娥 」 と あ る 。 王 建 の

「 宮 詞 」 に せ よ ， 張 口 の 「 走 馬 の 使 を 送 る 」 に せ よ ， “ 新 様 ” は 色 彩 で は な く 、

四 川 錦 の 模 様 の こ と で あ る 。

「 論 語 」 部 は 裁 判 訴 訟 に 重 点 が お か れ て い る 。 “ 申 陳 、 告 状 、 干 連 、 勾 追 、

因 依 、 罪 衍 、 取 問 、 分 析 、 公 松 、 受 賄 、 受 罰 、 受 承 、 決 断 、 徒 役 、 投 状 、 裁 詳 、

入 案 、 文 状 、 関 定 、 犯 法 ” な ど が あ り ， さ ち に “ 疾 病 、 痊 ○ 、 ○ ○ 、 聾 盲 、 医

治 、 ○ 旗 、 甲 冑 、 干 戈 、 兵 戟 、 叛 乱 ” な ど も あ る 。 “ 公 松 ” は “ 公 訟 ” の 誤 り

で あ ろ う 。 刑 事 訴 訟 を と り あ げ ， 辺 境 防 備 を 述 べ ， ま た 疾 病 や 心 身 障 害 を と り

あ げ ， 鎧 兜 を 述 べ ， 内 容 は 雑 然 と し 配 列 も 順 序 立 っ て い な い 。

「 官 位 」 部 は 内 容 が 豊 か で 項 目 も 整 然 と し て い る 。 “ 皇 帝 、 陛 下 、 皇 后 、 皇

子 、 皇 母 、 太 后 、 后 妃 、 正 宮 、 監 国 、 太 子 、 太 師 、 太 傅 、 太 保 、 少 師 、 少 傅 、

少 保 ” か ら “ 僧 官 、 僧 正 、 僧 副 、 僧 判 、 僧 録 、 僧 人 、 学 士 、 秀 才 、 文 人 、 挙 人

” ま で 挙 げ ら れ て い る 。 こ こ か ら 知 識 分 子 の 社 会 的 地 位 が 低 い こ と が わ か る 。

か れ ら は “ 僧 官 、 僧 人 ” の 下 ， 「 官 位 」 部 の 最 下 位 に お か れ て い る の で あ る 。

「 司 分 」 部 に は 政 府 の 機 関 が 挙 げ ら れ ， “ 朝 廷 、 中 書 、 密 院 、 経 略 、 中 興 ⑫ 、

御 史 、 殿 前 、 提 刑 、 提 点 、 皇 城 、 三 司 、 宣 徽 、 金 刀 ” か ら “ 内 宿 、 正 庁 、 承 旨 、

都 案 、 案 頭 、 司 吏 、 都 監 、 獄 家 、 大 棒 、 小 杖 、 家 禁 、 打 拷 、 勒 抓 、 駆 領 、 箸 縛 、

局 分 、 勾 当 、 点 察 ” ま で 6 6種 1 3 2字 あ る 。 「 司 分 」 と し て い る が 、 そ の 内 容 は

“ 大 棒 、 小 杖 ” は 人 を 打 つ 刑 具 で あ り ， “ 打 拷 、 ○ 抓 、 箸 縛 ” は そ の 刑 で あ る 。

理 屈 か ら 言 え ば 、 「 論 語 」 部 の 刑 事 訴 訟 の 内 容 と ひ と つ に す べ き も の で 、 「 司

分 」 部 に お い た の で は 理 に 合 わ な い 。

「 地 分 」 部 に は ， ご く 普 通 の “ 霊 武 、 保 静 、 臨 河 、 懐 遠 、 定 遠 、 定 辺 、 甘 州 、

粛 州 、 鳴 沙 、 沙 州 、 塩 州 、 瓜 州 、 五 源 （ 原 ） 、 賀 蘭 軍 ” な ど の 地 名 の ほ か に ，

あ き ら か に 番 語 に よ り 名 付 け た “ 臥 ○ 娘 、 羅 税 火 、 羅 ○ 領 、 吃 移 門 、 骨 婢 井 、

乃 来 平 、 麻 ○ ○ 、 光 寧 難 ” な ど の も の が あ り ， 史 書 に 見 え な い “ 寧 星 、 火 子 、

大 内 、 新 内 、 三 角 、 山 人 ” な ど の 地 名 も あ る 。 ま た 、 か の 有 名 な “ 峨 嵋 ” と い

う 地 名 も 収 め ら れ て い る 。 も し 、 そ れ が 、 四 川 の 峨 嵋 山 あ る い は 峨 嵋 県 で な け

れ ば ， 西 夏 の 領 土 内 の 峨 嵋 と は ど こ を 指 す の で あ ろ う か 。 以 上 ， こ れ ら は ど れ

も わ れ わ れ の 研 究 す る 価 値 の あ る 問 題 で あ る 。

２ 種 類 の 『 雑 字 』 の う ち ， ひ と つ は 彫 り が 精 緻 で 、 字 体 が 優 美 な 西 夏 文 の

『 雑 字 』 の 版 本 で あ る 。 筆 者 が み た 版 本 は ， 『 同 音 』 の 新 版 本 が ほ ぼ 同 等 の 美



し さ を も つ 以 外 ， 『 文 海 』 『 掌 中 珠 』 『 聖 立 義 海 』 『 類 林 』 『 孫 子 』 『 論 語 』

『 天 盛 改 旧 新 定 律 令 』 な ど は 、 ど れ ひ と つ と し て 比 べ も の に な ら な い 。 内 容 の

点 で も 充 分 に 配 慮 が 行 き と ど き ， 三 才 を 綱 領 に し て 各 部 が 密 接 に つ な が り ， 整

然 と し て い る 。 現 存 す る 2, 3 2 2字 （ 標 題 を 含 ま ず ） に 書 き 誤 り は わ ず か ２ 字 し

か な い 。 こ れ に 対 し て 、 漢 文 本 『 雑 字 』 は 、 体 裁 が 乱 れ ， 内 容 に 重 複 顛 倒 が 見

ら れ ， 誤 字 や 当 て 字 は 多 数 あ る 。 と て も 官 修 の 啓 蒙 読 み 物 と は 思 え ず ， 西 夏 人

学 者 の 著 作 と も 思 え な い 。 西 夏 人 編 纂 に よ る 総 合 読 み 物 ， 例 え ば 『 掌 中 珠 』

『 聖 立 義 海 』 『 雑 字 』 は み な 三 才 を 綱 領 と し て い る の に ， 漢 文 本 『 雑 字 』 に は

そ れ が 見 ら れ な い し ， 西 夏 人 が 編 ん だ 文 書 は ど れ も 番 姓 を 漢 姓 の 前 に お い て あ

る の に ， 漢 文 本 『 雑 字 』 は 漢 姓 を 番 姓 の 前 に お い て あ る 。 筆 者 の 考 え で は ， 作

者 は 番 人 で は な く ， 才 能 を も ち な が ら 、 不 遇 を か こ つ 漢 族 の 知 識 分 子 で は な い

か と 考 え る 。 作 者 は 天 を 敬 わ ず ， 神 も 信 じ ず ， さ ら に は 官 位 や 行 政 機 構 を 蔑 視

し ， 禽 獣 を 官 位 や 行 政 機 構 の 上 に 置 い て い る 。 １ 部 か ら 20部 ま で 天 部 が 見 ら れ

な い が ， 反 対 に 薬 物 部 の 字 数 が 全 書 各 部 の 最 多 ， 合 計 1 4 4種 , 3 3 0字 に 及 び ， 漢

方 薬 に 対 し こ の よ う に 詳 し い の は 、 作 者 が 漢 族 の 医 師 で は な い か と 考 え ら れ る 。

こ の 漢 字 本 『 雑 字 』 は 官 修 で は な く 民 間 に 流 布 し た 写 本 で あ る た め ， 写 し 誤 り

が 避 け ら れ ず ， 誤 字 や あ て 字 が か な り 多 い の も 当 然 で あ る 。
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⑦ ○ ： 音 は “ 邵 "( s h a o ) ,米 と 麦 を 混 ぜ て 粥 に 煮 た も の を ○ と い い ， “ ○ ” に 同

じ 。

⑧ ○ ： 音 は “ 参 "( s a n )， 粥 の 意 。 米 で 作 っ た 羹 を い う 。

⑨ 越 瓜 ： 辞 書 に は 見 え ず ， 百 越 あ る い は 於 越 地 区 か ら 西 夏 に 伝 わ っ た 瓜 の こ と

か 。 “ 回 ○ 瓜 ” “ 大 石 瓜 ” と 同 じ よ う に ， 南 方 伝 来 の 瓜 を 指 す 。

⑩ 回 ○ 瓜 ： 字 面 か ら 意 味 を 考 え る と ， 回 鶻 人 が 伝 え た 瓜 と な る 。 史 金 波 同 志 は



「 現 在 の い わ ゆ る “ 哈 密 瓜 ” で あ ろ う 」 と す る が ， 正 し い と お も わ れ る 。 な ぜ

な ら 、 西 夏 が 最 盛 時 に は 、 現 在 の 新 疆 ウ イ グ ル 自 治 区 哈 密 地 区 ま で 勢 力 が 拡 張

し て い た か ら で あ る 。

⑪ 大 石 瓜 ： 大 食 瓜 の こ と で ， 薬 物 部 の 「 安 息 香 」 と 同 じ と こ ろ か ら 伝 来 し た も

の で あ る 。

⑫ 中 興 ： 中 興 府 の こ と で ， 西 夏 の 政 治 、 経 済 、 文 化 の 中 心 ， 西 夏 の 首 府 。 呉 広

成 『 西 夏 書 事 』 巻 十 一 に 「 興 州 を 府 に 昇 ( ) げ ， 興 慶 と 改 名 す 」 と あ る 。 最 近あ

ア メ リ カ 籍 の ○ 如 萍 に よ る 「 興 慶 府 と 中 興 府 及 び 関 連 問 題 の 考 証 」 が 異 議 を 唱

え て い る 。 ○ 氏 は 、 西 夏 の 文 献 に 中 興 府 は あ る が 、 興 慶 府 は な い こ と か ら ， 興

慶 府 と 称 し た と す る の は 呉 氏 の 憶 測 に よ る 断 定 で あ る と す る （ 『 中 国 民 族 史 研

究 』 第 ２ 輯 所 収 , 1 9 8 9 , 1 6 1頁 ， 聶 鴻 音 訳 ） 。 漢 文 本 『 雑 字 』 の “ 中 興 ” と 西 夏

文 の 記 述 が 一 致 し て い る の で ， ○ 氏 の 考 証 は 正 し い よ う だ 。

⑬ 勾 当 ： “ 総 管 、 主 管 、 頭 監 ” の 意 で ， 唐 宋 時 代 に 常 用 さ れ た 官 職 名 。 西 夏 語

で は 、 ふ つ う 、 “ 都 大 勾 当 行 宮 三 司 正 ” の よ う に 、 “ 都 大 ” と 連 用 さ れ る （ 詳

細 は 李 範 文 『 西 夏 研 究 論 集 』 ,1 4 7頁 ） 。


